
【参加者の声】 

 自然の中で活動した時に植物に対する興味が増した。自然体

験活動の効果や意味を理解することができた。 

【成   果】 

 自然体験活動の意義について伝えることができた。自然体験

の良さや効果を考える機会になった。8名がＮＥＡＬリーダー登

録をした。 

【課   題】 

 ＮＥＡＬの資格を生かせる場を工夫していく。 

 森の案内人に自然
の家周辺の様々な自
然を紹介してもらい
ながら，自然の感じ
方や子供に関心を持
たせる方法を学びま
した。 

 野外炊飯にお
ける危険予知ト
レーニングを行
い，安全管理を意
識しながら実際
に薪割り，火つ
け，調理，片付け
を行いました。 

 自然体験活動
の意義や課題な
どのレクチャー
を受け，指導者に
求められるスキ
ルについて学ぶ
ことができまし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目 的】 

自然体験活動の指導者に求められる基本的な知識・技能を習得し，青少年をはじめとする多くの人々の自然体験活動を推

進する指導者を養成する。 

 

【参加者】 大学生４名、社会人６名 

【プログラムの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

国立山口徳地青少年自然の家 教育事業 

 

青少年教育・体験活動ボランティア養成フォローアップ研修 
～自然体験活動指導者養成研修～ 

７月９日（土） 

１０：００ 開講式、ガイダンス１ 講師：本所所長 小林 

１１：００ 自然体験活動の指導Ⅰ 講師：本所職員 

１３：００ 自然体験活動の特質Ⅰ 講師：森の案内人 

１５：００ 自然体験活動の技術  講師：本所職員 

２０：００ 自然体験活動の特質Ⅱ 講師：本所所長 小林 

７月１０日（日） 

９：００ 対象者理解  

講師：コミュニティスクールコンダクター 長尾彰氏 

１０：４５ 自然体験活動の指導Ⅱ 講師：本所職員 

１３：４５ ガイダンス２     講師：本所所長 小林 

１４：１５ 認定試験 

１５：００ 閉講式 

ＮＥＡＬの仕組み

やカリキュラムにつ

いての説明を聞きま

した。 

続いて，自然体験活

動の指導者にとって

必要なことは何か考

え，今回の研修の目的

を確認しました。 

 青少年の現状や
取り巻く環境につ
いて知り，子供達
と接する時の関わ
り方について学び
ました。 

 この 2日間を振
り返り，学んだこ
とや気づいたこと
を参加者同士で交
流しました。 

ガイダンス１，自然体験活動の指

導Ⅰ 

自然体験活動の特質Ⅰ 

対象者理解 

自然体験活動の指導Ⅱ 

平成２８年７月９日（土）～１０日（日） 

 

自然体験活動の技術 

ガイダンス２，認定試験 

自然体験活動の特質Ⅱ 

最後は，自然体験活動指導者として認定されるための試験を
行いました。 

 自然体験活動指
導者に必要なこと
は・・・ 
「企画力」，「運営
力」，「指導力」etc 


